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○人と緑のネットワーク

①
妙典市街地と第一終末処理場を結
ぶ街路空間

（佐野） ・（2本の道路のうち）片方は人や自転車を意識した道路を、片方は自動車を意識した道路を整備していけばよい
のではないか。

②
行徳市街地と塩浜地区を結ぶ街路
空間

（丹藤） ・丹藤氏から具体の提案（テラス的な場所を近郊緑地の中に設け、変化をつける）

③
南行徳市街地と塩浜地区を結ぶ街
路空間

④
行徳近郊緑地と第一終末処理場を
結ぶ歩行者空間

（風呂田）

（西村）
（風呂田）

（松沢）

（丹藤）

・現状では堤防が急傾斜で危険であり、立入禁止にせざるを得ない。とすると、その構造まで含めて何かの仕掛け
をつくることが可能だし、今の船の管理をどうするかまで考える必要がある。
・歩道を片側に寄せて、住宅地が広いところにできれば、使い勝手も良い。
・緩傾斜護岸を造るなど構造変更はできないのか。土の土手になると、景観的にも歩き心地が良くなる。
・千鳥橋に向かって中江川の歩道を立体に変更して造るという話は止めて欲しい。（道路の）幅が広く不法車両で
どうしようもない。
・丹藤氏から具体の提案（緑地や階段状のステージ、スロープ、テラスなどをつくり、色々な顔をもち楽しめる空
間にする）

⑤
行徳近郊緑地と市川塩浜駅・塩浜
地区と海・三番瀬を結ぶ環境軸

（東）

（安達）
（川口）
（佐野）

・市川塩浜駅からフラットな形で湾岸道路に蓋をかけて、その上を緑地ゾーンのような形にできないか。
・緑の道だと思わせる中身が必要。
・日本における法令上の問題などを加味すると、トンネルなど下を通す案もある。
・賑わいのエリア全体を市川塩浜駅の高さに抑えることが重要なポイントである。

⑥
⑤と接続する行徳近郊緑地沿いの
歩行者空間

（風呂田）

（冨田）
（安達）

（風呂田）

（丹藤）

（佐野）

・御猟場を、街の空間として、生活と密着できるよう、市として宮内庁に働きかけが必要である。街と空間をリン
クさせることが必要。
・近郊緑地の塀が高すぎるので、緑により見えなくするなど工夫が必要。
・鳥類保護を優先すべき「コアゾーン」は必要であるが、「バッファゾーン」を設け、市民の利用を考えていくべ
き。
・治安上、人間の精神上、人気がなく、車が多く走っているところを、生活（の道）として歩くことはできない。
・丹藤氏からの具体の提案（部分的に透けた壁をつくり、照明やテラス的な場所をつくることで、変化をつけて見
て楽しい歩道にする）
・野鳥の楽園として保全された場であり、保護区は人が制限されて当然の場という視点が必要。
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⑦
行徳近郊緑地と市民体育館・猫実
川沿いの歩行者空間

⑧
行徳近郊緑地と第２終末処理場を
結ぶ内陸地の市街地を回遊する歩
行者空間

⑨
行徳ふれあい周回路と猫実川に
沿って三番瀬まで結ぶ歩行者空間

（佐野） ・葦原の復元と合わせて、緑道など人が通る構造を考えるとともに、ホームレスの人たちには申し訳ないが一般の
人が気持ちよく通れるようにして欲しい。

⑩
内陸部の市街地を連絡する街路空
間

その他全般的事項

（西村） ・街路樹について、高木で無選定にするか花木でみせる樹木にするか常緑樹なのか、低木、中木、高木、ボリュー
ム、樹種の考え方など計画のポリシーが必要。また、街路樹で景観上、街路樹の樹種を統一したい。各通りにプラ
イオリティを付け、コミュニティロードにするかなど、街路ごとのポリシーが必要。

（風呂田） ・観光とか商用とか積極的にその道を通ることによる得られる構図が見えてこない。ネットワークをつくることに
よって歩いてみたくなるような誘導などネットワークをつくった効果について議論が必要。

（丹藤） ・外から人が積極的に来たくなるような街なのか、住民がそこそこ快適ならいいのかという中では、友達に
「ちょっと来てよ、うちの街に」と言えるレベルのまちづくりを考えて欲しい。

（佐野） ・自然や景観や歴史的なもの、賑わいなどが連続的にあると楽しみながら歩いていける。必要なものは何なのか、
それをどこにどう配置するのかを明らかにする必要がある。

（風呂田） ・人が参加できるようになるなど人との関与を付け加えないと、将来的に地域のものとしてなかなか浸透していか
ない。

（風呂田） ・357から上は、住民が手作りでできる（樹を植えたり）という地域のこだわりの空間として植栽を利用してい
く。そうすれば、そういった文化が生まれる。南側は用途をや海岸の機能により拠点としての機能を議論していく
必要がある。



○人と水のネットワーク

1
第１終末処理場調整池からのせせら
ぎ

2 中江川の水環境の改善

（松沢） ・地域の人は臭いの問題があり（川に）蓋をしてくれと言うだろうが、水の表が見える川にするの
か、蓋をした形にするのかが問題。

3 丸浜川及び猫実川での葦原の復元

4
三番瀬と行徳近郊緑地との水交換の
促進

（佐野）

（風呂田）

・旧江戸川からの水を上手に行徳のまちを流しながら、例えば保護区の中を通し、三番瀬のほうに流
す、そういう新しい水道を考える必要がある。開渠にして広げて、陸側を湿地化できないかというイ
メージが再生会議でもでており、淡水が常時流れれば稚貝が遡上する可能性もある。
・保護区の中の池が一番上流で、回りまわって三番瀬に広がっていくとう使い方が良い。開削をする
のであれば、前面にその流れの受け皿をつくるなど、トータルな流れが必要。

5
護岸整備に合わせた海辺のプロム
ナード

（佐野）
（風呂田）

（丹藤）
（冨田）

・単調な護岸が延々1キロ続くのでなく、変化をつけることが重要。
・保全生物的な視点とともに社会的活用の視点からみると、人口干潟も積極的に評価すべきである。
・単調な断面が延々続くのではなく、色々な顔があって楽しめる場所になると良い。
・５ｍくらいの直立護岸がたつと、刑務所のようになってしまうので、安全を考えながら出来るだけ
護岸の高さを抑える構造にして欲しい。

6 漁港ゾーンを通る海辺のプロムナード

（佐野）

（風呂田）

・管理用ｽﾍﾟｰｽを前（海側）に出すのではなく、戻るような格好で傾斜の護岸にできたら良い。
・船橋側に船で渡ることを考えるなど、水辺でネットワークが止まるのではなく、水を介してその先
にネットワークを広げていくイメージが必要。

その他全般的事項

（東） ・現状では湿地という自然環境について、多くの住民は好まないのでは。水辺の緑など自然空間とし
て、景観的に住民が受け入れてくれるものを、管理の仕組みを含めモデル的につくっていくべき。

（尾藤） ・ポイント・ポイントで水路みたいなものを散歩道に抱き合わせる。



○交流拠点

Ⅰ 千鳥橋詰め

Ⅱ 江戸川放水路湾岸道路下の泥干潟

（風呂田）

（佐野）

・地元の環境学習や人材育成の場としていかすべき。野鳥のためのエリア、野鳥の楽園が確保できな
いか
・終末処理場の空間の利用について、子供の遊び場などの利用方法の工夫が必要である。
・市川市で唯一陸から船を使わずに干潟に降りられる貴重な場所であり、法水路の環境を大きく改変
しないように、アクセス等陸側を上手に整備すれば環境学習の場などに利用できる

Ⅲ 猫実川河口

（佐野）
（丹藤）
（風呂田）

・カキ礁があり、臨海部の貴重な財産としてきちんと見守っていく必要がある。
・猫実川の河口も干潟に戻したほうが良い。
・3丁目のほうが湿地帯から干潟に発達する自然構造に近く、こちら側をどれだけ利用するかによ
り、海浜構造が全部違ってくる。

Ⅳ
賑わいの環境軸と海辺の環境軸の交
点

Ⅴ 行徳駅前通りと海辺の環境軸の交点

Ⅵ 市川漁港

（安達）

（佐野）

（安達）
（藤原）

（丹藤）

（佐野）
（川口）

・シーフードレストランなどおしゃれな感じでは、浦安やお台場に勝つのは難しい。特に小さい子供
の多いまちなので、むしろ朝市的なもの、密着したものが良い。
・漁港の規模や構造、位置の検討にあたっては、三番瀬の再生に支障の無い範囲で検討すべき。
・上手く経済的な仕組みを取り入れていくべき。
・現状は船をつけているだけで漁港のイメージはしない。魚の販売など漁港施設を作るべき。
・友達が遊びにきたときに、ここにきたら美味しいものがあると言えるような場所にしていくべき。
・エコツーリズムのようなものも将来的に可能性がある。
・団塊の世代の人などを対象に貸し出し漁場にするなども考えられる。

Ⅶ 漁港ゾーン先端部

その他全般的事項

（尾藤） ・拠点と言っている部分については、使い方（ソフト）の部分を考えていかなければならない。
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